
　

も
し
も
台
湾
で
、
あ
な
た
の
知
っ
て
い
る
日

本
作
家
を
挙
げ
て
と
尋
ね
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
「
村
上
春
樹
」
と
答
え
る
の
で
は
な
い
か

―
村
上
春
樹
の
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大

き
い
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
昨
年
一
二
月
一
一

日
、
ト
ラ
ン
・
ア
ン
・
ユ
ン
監
督
に
よ
る
映
画

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
が
公
開
さ
れ
、
大
き
な

話
題
と
な
っ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
が
、
日
本

で
の
上
映
か
ら
わ
ず
か
一
週
間
後
の
一
二
月
一

七
日
、
台
湾
で
も
「
今
年
冬
天
必
修
恋
愛
学
分

（
今
年
の
冬
の
必
修
恋
愛
科
目
）」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
下
、同
作
が
上
映
さ
れ
た
。
映
画『
ノ

ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
公
開
に
と
も
な
っ
て
、
台

湾
の
大
手
文
芸
誌
『
聯
合
文
学
』
が
「
村
上
春

樹
『
挪
威
的
森
林
（
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
）』
映
画

化
完
全
保
存
版
（
原
文
マ
マ
）」
と
し
て
特
集
を

組
ん
だ
ほ
か
、
台
湾
の
四
大
新
聞
、『
自
由
時

報
』、『
中
国
時
報
』、『
聯
合
報
』、『
蘋
果
時
報
』

等
の
メ
デ
ィ
ア
も
映
画
化
に
つ
い
て
大
き
く
取

り
上
げ
た
だ
け
で
な
く
、
昨
年
一
〇
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ユ
ニ
ク
ロ
台
北
店
が
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ

の
森
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
限
定
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
販
売
す
る
な
ど
、
村
上
ブ
ー
ム
が
文
芸
界
だ

け
で
な
く
、
台
湾
各
界
を
風
靡
し
た
。
村
上
春

樹
の
最
新
作
『
1
Q
8
4
』
の
B
O
O
K
1

と
B
O
O
K
2
も
頼
明
珠
に
よ
り
中
国
語
訳

さ
れ
て
（
時
報
文
化
出
版
）、
二
〇
万
冊
以
上

売
れ
（『
文
匯
報
』
二
〇
一
〇
年
九
月
一
三
日
）、

B
O
O
K
3
の
同
氏
に
よ
る
中
国
語
訳
も
一
〇

月
一
日
に
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
雑
誌
『
考
え

る
人
』
二
〇
一
〇
年
夏
号
に
掲
載
さ
れ
た
村
上

春
樹
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
頼
明
珠
訳
の
単

行
本
「《
1
Q
8
4
》
之
後
〜
特
集

│
村
上

春
樹Long Interview

 

長
訪
談
」（
時
報
文
化

出
版
）
と
し
て
二
〇
一
一
年
一
月
に
刊
行
さ
れ

る
な
ど
、
台
湾
に
お
け
る
「
村
上
現
象
」
は
止

ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
台

湾
で
こ
こ
ま
で
も
深
く
村
上
春
樹
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
要
因
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

　

藤
井
省
三
は
『
村
上
春
樹
の
な
か
の
中
国
』

（
朝
日
選
書
、
二
〇
〇
七
年
）
で
、
中
国
語
圏
に

お
け
る
「
村
上
春
樹
現
象
」
の
法
則
の
一
つ
と

し
て
台
湾
↓
香
港
↓
上
海
↓
北
京
と
展
開
す
る

「
時
計
回
り
の
法
則
」
を
挙
げ
、
台
湾
を
そ
の

起
点
な
ら
し
め
た
理
由
に
、
台
湾
に
お
け
る
知

日
的
風
土
が
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
九
〇
年
代
初
期
に
台
湾
の
高
度
成
長
が
成

熟
期
を
迎
え
た
時
、
ち
ょ
う
ど
「
村
上
春
樹
現

象
」
が
始
ま
っ
た
と
い
う
「
経
済
成
長
踊
り
場

の
法
則
」
も
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
四

五
年
日
本
敗
戦
に
よ
る
日
本
植
民
地
統
治
の
終

息
、
続
い
て
国
民
党
政
府
の
独
裁
統
治
と
戒
厳
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寛
子

張
明
敏
著

村
上
春
樹
文
学
在
台
湾
的

翻
訳
与
文
化

聯
合
文
学
出
版
社

二
〇
〇
九
年
﹇
三
、
五
九
一
円
﹈
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令
を
体
験
し
、
一
九
八
七
年
の
戒
厳
令
解
除
前

後
の
民
主
化
運
動
と
そ
の
後
の
喪
失
感
に
基
づ

く
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
へ
の
共
感
、
ま
た
台

湾
社
会
の
「
自
我
（self

）」
の
出
現
と
し
て
読

ま
れ
る
、「
ポ
ス
ト
民
主
化
運
動
の
法
則
」
を

挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
、
台
湾
に
お
け

る
村
上
春
樹
の
翻
訳
文
学
の
誕
生
、
そ
し
て
そ

の
変
化
と
発
展
に
つ
い
て
詳
し
く
分
析
し
て
い

る
の
が
、
張
明
敏
『
村
上
春
樹
文
学
在
台
湾
的

翻
訳
与
文
化
（
台
湾
に
お
け
る
村
上
春
樹
文
学
の

翻
訳
と
文
化
）』（
台
湾
：
聯
合
文
学
出
版
社
、
二

〇
〇
九
年
一
一
月
）
で
あ
る
。
張
明
敏
は
、
ア

メ
リ
カ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
教
育
学
修
士
を

取
得
し
た
後
ア
メ
リ
カ
で
就
職
し
、
約
七
年
間

ア
メ
リ
カ
に
居
住
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
台
湾

に
帰
国
し
、
高
雄
第
一
科
技
大
学
で
応
用
日
語

修
士
、
輔
仁
大
学
で
比
較
文
学
博
士
の
学
位
を

取
得
し
た
。
本
書
は
張
の
博
士
学
位
論
文
で
も

あ
る
。
張
明
敏
が
村
上
春
樹
文
学
に
触
れ
、
彼

女
を
日
本
文
学
研
究
及
び
翻
訳
研
究
へ
と
導
い

た
き
っ
か
け
は
、
何
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
で
ホ
ー
ム
レ
ス
か
ら
村
上
春
樹
の

エ
ッ
セ
イ
『
遠
い
太
鼓
』
を
買
っ
た
こ
と
だ
っ

た
。張
は
本
書
を
出
版
し
た
二
〇
〇
九
年
の
夏
、

日
本
交
流
協
会
の
助
成
を
受
け
て
東
京
大
学
に

外
国
人
研
究
員
と
し
て
滞
在
し
た
。
彼
女
は
東

大
文
学
部
藤
井
省
三
教
授
を
中
心
に
し
た
「
東

ア
ジ
ア
と
村
上
春
樹
」
研
究
チ
ー
ム
の
一
人
で

あ
り
、
現
在
、
清
雲
科
技
大
学
応
用
外
語
系
助

理
教
授
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
序
章
に
相
当
す
る
「
研
究
縁
起
与

基
礎
（
研
究
動
機
と
基
礎
）」
か
ら
始
ま
り
、
第

一
章
か
ら
第
五
章
、「
後
記
」
に
至
る
構
成
で
、

付
録
に
は
台
湾
に
お
け
る
村
上
春
樹
作
品
の
翻

訳
一
覧
表
及
び
村
上
春
樹
に
関
す
る
評
論
及
び

報
道
の
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。ま
ず「
研

究
縁
起
与
基
礎
」
に
お
い
て
、
張
明
敏
は
村
上

春
樹
の
短
編
小
説
「
四
月
の
あ
る
晴
れ
た
朝
に

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
女
の
子
に
出
会
う
こ
と

に
つ
い
て
」
が
、
台
湾
の
全
国
中
学
学
力
統
一

テ
ス
ト
の
「
国
文
」
科
の
試
験
問
題
に
採
用
さ

れ
た
こ
と
を
挙
げ
、翻
訳
文
学
も
「
民
族
文
学
」

或
は
「
国
家
文
学
」
の
一
部
に
な
り
え
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
村
上
春
樹
が
台
湾
に
翻
訳

文
学
と
し
て
導
入
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
翻
訳
者

の
動
機
、
戦
略
、
基
準
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
、
そ
し
て
台
湾
の
出
版
社
は
ど
う
し

19　　文学翻訳、文化翻訳とは何か
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本
語
か
ら
中
国
語
へ
と
重
訳
す
る
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
一
九
五
〇
年
代
、

日
本
文
学
の
翻
訳
作
品
が
少
な
い
の
は
、
当
時

の
台
湾
で
は
、
日
本
語
原
文
で
日
本
文
学
を
読

む
人
が
ま
だ
多
く
い
た
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で

あ
る
と
い
う
。
張
氏
に
よ
る
と
、
日
本
文
学
の

翻
訳
の
う
ち
、
四
回
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
現
象
を

起
こ
し
た
小
説
が
あ
り
、
そ
れ
は
一
九
五
〇
年

武
者
小
路
実
篤
の
『
愛
と
死
』、
一
九
六
六
年

三
浦
綾
子
の
『
氷
点
』、
一
九
六
八
年
川
端
康

成
の
小
説
、
一
九
八
九
年
の
村
上
春
樹
の
『
ノ

ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
で
あ
る
と
い
う
。
一
九
八
六

年
に
頼
明
珠
が
翻
訳
し
た
『
1
9
7
3
年
の
ピ

ン
ボ
ー
ル
』
と
『
カ
ン
ガ
ル
ー
日
和
』
の
台
湾

版
が
時
報
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
は
、五
人
の
翻
訳
グ
ル
ー

プ
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、
故
郷
出
版
社
か
ら
刊

行
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
故
郷
出
版
社
が
打
ち
出

し
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
日
本
の
「
一
〇
〇
％

の
恋
愛
小
説
」
で
は
な
く
、「
一
〇
〇
％
の
性

愛
小
説
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
表
紙
は

二
体
の
女
性
ヌ
ー
ド
で
あ
り
、
流
暢
な
中
国
語

に
意
訳
す
る
と
い
う
も
の
で
、
こ
こ
か
ら
、
当

時
の
出
版
社
が
ど
の
よ
う
に
読
者
を
引
き
寄

て
村
上
春
樹
を
受
け
入
れ
た
の
か
、
評
論
家
や

学
者
は
ど
の
よ
う
に
村
上
の
翻
訳
文
学
を
解
釈

し
て
い
る
か
、
村
上
の
翻
訳
文
学
は
ど
う
し
て

台
湾
で
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
の
か
、
台
湾
で
形
成

さ
れ
た
「
村
上
春
樹
現
象
」
は
日
本
の
そ
れ
と

ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
、
そ
し
て
そ
の
要
因
は

な
ん
で
あ
ろ
う
か

―
張
は
、
以
上
を
本
書
で

取
り
上
げ
る
問
題
と
し
て
呈
示
し
て
い
る
。

　

第
一
章
「
日
本
翻
訳
文
学
在
台
湾
：
一
九
四

五
年
以
後
（
台
湾
に
お
け
る
日
本
翻
訳
文
学
：
一

九
四
五
年
以
降
）」
で
は
、
村
上
春
樹
の
ほ
か
、

戦
後
台
湾
に
お
け
る
日
本
文
学
の
翻
訳
の
流
れ

を
、
他
の
言
語
の
翻
訳
文
学
と
比
較
し
な
が
ら

論
じ
て
い
る
。
張
氏
に
よ
る
と
、
戦
後
か
ら
一

九
七
〇
年
代
ま
で
は
、
日
本
語
の
刊
行
物
が
禁

止
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
台
湾
へ
の
経
済
・
軍
事

支
援
等
か
ら
一
般
的
に
日
本
よ
り
も
ア
メ
リ
カ

へ
の
憧
れ
が
強
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翻

訳
、
出
版
さ
れ
た
日
本
の
小
説
は
一
九
五
〇
年

代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
ま
で
に
一
四
冊
か
ら
一

三
三
冊
と
十
倍
近
く
増
加
し
て
い
る
一
方
、
翻

訳
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
小
説
は
二
四
冊
か
ら
六

一
冊
と
そ
の
増
加
は
三
倍
に
も
満
た
な
い
。
ま

た
、
終
戦
直
後
の
台
湾
で
は
、
西
洋
文
学
を
日

せ
、
売
り
上
げ
を
伸
ば
そ
う
と
し
た
か
、
そ
の

戦
略
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
章
「
村
上
春
樹
在
台
湾
的
文
学
翻
訳

（
台
湾
に
お
け
る
村
上
春
樹
の
文
学
翻
訳
）
：
一

九
八
五
―
二
〇
〇
八
」
で
は
、
台
湾
に
お
け
る

村
上
春
樹
文
学
の
翻
訳
現
象
を
、
⑴
一
九
八
五

年
〜
八
九
年
、
⑵
一
九
九
〇
年
〜
九
四
年
、
⑶

一
九
九
五
年
〜
九
九
年
、
⑷
二
〇
〇
〇
年
〜
〇

四
年
、
⑸
二
〇
〇
五
年
〜
〇
八
年
と
五
つ
の
期

間
に
区
切
っ
て
分
析
し
て
い
る
。
村
上
春
樹

の
創
作
ス
タ
イ
ル
に
惹
か
れ
た
頼
明
珠
が
、
八

五
年
、
知
人
の
勤
め
る
『
新
書
月
刊
』
に
村
上

春
樹
作
品
を
抄
訳
し
て
持
ち
込
ん
だ
の
が
、
台

湾
、
そ
し
て
世
界
で
最
初
に
誕
生
し
た
村
上
春

樹
文
学
の
翻
訳
で
あ
っ
た
。
八
六
年
に
は
、
時

報
出
版
社
の
編
集
者
で
あ
る
陳
雨
航
が
頼
の

翻
訳
し
た
『
カ
ン
ガ
ル
ー
日
和
』
を
『
遇
見

1
0
0
％
的
女
孩
』
と
い
う
、
読
者
の
目
を
惹

き
や
す
い
書
名
で
出
版
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と

は
、
翻
訳
者
頼
だ
け
で
な
く
、
編
集
者
の
陳
氏

も
が
村
上
文
学
の
重
要
な
「
書
き
換
え
者
（re-

w
riter

）」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ

の
後
、
故
郷
出
版
社
が
刊
行
し
た
『
ノ
ル
ウ
ェ

イ
の
森
』の
翻
訳
の
他
に
、他
の
出
版
社
も
次
々



と
村
上
文
学
の
翻
訳
を
出
版
す
る
が
、
九
〇
年

に
台
湾
で
著
作
権
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
各
出
版
社
に
お
け
る
村
上
文
学
翻
訳
の
百

花
斉
放
時
代
は
幕
を
閉
じ
る
。
正
式
な
版
権
を

取
得
し
た
時
報
出
版
社
が
、
以
前
他
の
出
版
社

が
翻
訳
を
刊
行
し
た
村
上
作
品
の
新
た
な
翻
訳

を
行
う
こ
と
で
、
村
上
の
翻
訳
文
学
は
、
時
報

出
版
社
の
「
金
の
な
る
木
」
と
な
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半

に
、
村
上
春
樹
が
台
湾
の
読
者
へ
宛
て
た
手
紙

が
『
中
国
時
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
り
、
村
上
春

樹
を
長
き
に
渡
っ
て
翻
訳
し
て
き
た
頼
明
珠
が

日
本
で
村
上
春
樹
本
人
に
会
見
し
た
こ
と
は
、

台
湾
の
読
者
と
村
上
の
距
離
を
大
幅
に
縮
め
た

と
張
は
指
摘
す
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
を
過

ぎ
る
と
、
中
学
生
、
実
業
家
、
大
学
院
生
、
芸

能
人
そ
し
て
政
治
家
ま
で
と
、
村
上
文
学
翻
訳

の
読
者
層
が
多
元
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
台
湾
に
お
け
る
村

上
文
学
翻
訳
の
読
書
史
を
見
て
い
く
と
、
今
の

台
湾
社
会
に
お
け
る
村
上
受
容
が
す
で
に
十
分

成
熟
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
こ
う

し
た
成
熟
度
を
裏
付
け
て
い
る
の
が
、
第
三
章

「
村
上
春
樹
在
台
湾
的
文
化
翻
訳
（
台
湾
に
お

け
る
村
上
春
樹
の
文
化
翻
訳
）」
で
あ
る
。

　

第
三
章
に
お
い
て
、
張
氏
は
、
出
版
社
、

翻
訳
者
と
い
っ
た
賛
助
者
、
書
き
換
え
者
（re-

w
riter

）
達
と
一
般
の
読
者
及
び
村
上
フ
ァ
ン

と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
村
上
現
象
は
長
く
続

い
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
翻
訳
と
は
外
国
の

テ
ク
ス
ト
が
異
な
っ
た
言
語
文
化
を
持
つ
領
域

に
お
い
て
想
像
の
共
同
体
を
創
造
す
る
も
の
で

あ
る
。
張
氏
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
お
け

る
台
湾
の
読
者
の
村
上
春
樹
文
学
へ
の
共
感
が

ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
か
を
分
析
す
る
。
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
を
描
い
た
村
上
春
樹
の
小
説

は
、
村
上
自
身
よ
り
も
一
世
代
後
の
一
九
八
〇

年
代
中
期
生
ま
れ
の
読
者
に
と
っ
て
受
け
入
れ

や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
村
上
春
樹

文
学
は
、
台
湾
社
会
に
お
け
る
「
文
化
消
費
」

の
記
号
へ
と
進
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
章
「《
挪
威
的
森
林
》
在
台
湾
的
翻
訳

与
文
化
翻
訳
（
台
湾
に
お
け
る
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

森
』
の
翻
訳
と
文
化
翻
訳
）」
で
は
、
台
湾
に
お

け
る
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
翻
訳
の
版
本
比
較

と
、『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
が
ど
の
よ
う
に
台

湾
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
文
化
翻
訳
へ
と
発
展
し

て
行
っ
た
か
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
台
湾
の

村
上
読
者
は
、
村
上
文
学
の
翻
訳
と
い
う
文
化

消
費
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
自
我
（self

）
を

熟
知
し
、
自
我
を
実
践
し
て
い
っ
た
、
と
張
は

指
摘
す
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
八
年
に
台
湾
で

大
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
「
海
角
七
号
」
の
主
題
歌

と
な
っ
た
「
国
境
之
南
」
の
歌
詞
は
、『
風
の

歌
を
聴
け
』
及
び
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
真
似
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は

作
者
自
身
も
認
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
台
湾
人

の
主
体
性
を
欠
い
た
曲
は
台
湾
を
主
体
と
す
る

映
画
「
海
角
七
号
」
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、

と
す
る
論
調
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
張
氏

は
、
村
上
春
樹
文
学
の
翻
訳
を
商
品
と
し
て
消

費
し
、
そ
れ
を
内
在
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
台

湾
の
読
者
は
自
分
た
ち
の
新
し
い
文
化
を
創
造

し
て
行
く
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
主
体
性
で

あ
る
と
反
論
し
て
い
る
。

　

第
五
章
「
村
上
春
樹
翻
訳
文
学
与
華
語
叙
述

的
改
写
／
重
写
（
村
上
春
樹
の
翻
訳
文
学
と
中
国

語
叙
述
に
よ
る
書
き
換
え（re-w

riting

））」で
は
、

翻
訳
文
学
は
国
文
学
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る

と
し
て
、
翻
訳
文
学
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い

る
。
例
え
ば
、多
く
の
若
い
台
湾
作
家
た
ち
が
、

「
村
上
春
樹
の
影
響
を
受
け
て
い
る
」
と
評
さ
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